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「特選！男の料理教室」の様子。
  献立は、「もつとキャベツの炒め物、大根サラダ、
かぶの即席漬け、鶏肉とキノコのガーリック黒こしょ
う炒め、肉じゃが」
　包丁はあまり握ったことがないという参加者が多い
なか、できた料理はどれもおいしく、講師の先生を驚
かせました。 （関連記事９ページ）

今日の料理当番は今日の料理当番は
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根
っ
こ
の
会
会
長

齋
藤
一
さ
ん
（
沢
口
）

　
「
新
地
の
畑
で
作
っ

た
真
心
野
菜
・
安
心
野

菜
を
子
ど
も
た
ち
に
た

く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
ま
た
、
保

育
所
や
小
学
校
の
児
童

と
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
な

ど
も
行
い
、
心
と
体
の
健
康
的
な

成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。」

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者

目
黒
勇
夫
さ
ん

（
杉
目
）

　
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、
Ｃ
、
鉄
分

な
ど
を
豊
富
に
含
み
、
成

長
期
の
子
ど
も
た
ち
に

は
、
ぜ
ひ
食
べ
て
ほ
し
い

食
材
で
す
。

　

今
は
、
次
の
収
穫
に
向
け
て
種

を
ま
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
春

に
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
も
と
に
新

鮮
な
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
お
届
け
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。」

ニ
ラ
生
産
者

林
隆
雄
さ
ん

（
上
真
弓
）

　
「
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
ニ
ラ
玉
汁
を
は
じ
め
、

ニ
ラ
は
多
く
の
料
理
に
使

わ
れ
、
免
疫
力
が
高
ま
る

野
菜
で
す
の
で
、
風
邪

の
予
防
に
最
適
で
す
。
昨
年
の
産

業
ま
つ
り
で
も
、
ニ
ラ
ギ
ョ
ウ
ザ

や
ニ
ラ
キ
ム
チ
鍋
が
大
好
評
で
し

た
。

　

町
の
特
産
品
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
新
地
の
ニ
ラ
を
広

め
て
い
き
ま
す
。」

入賞献立
　麦ごはん
　鶏肉と大豆の味噌炒め
　ブロッコリーとポテトのサラダ
　にら玉汁
　手作り小女子ふりかけ
　りんご
　牛乳

栄養価
エネルギー ６９４ kcal
タンパク質 ３２．７ ｇ
脂質 １８．４ ｇ
カルシウム ３５６ mg
マグネシウム ９４ mg
鉄 ２．９ mg
亜鉛 ３．１ mg
食物繊維 ６．０ ｇ
ビタミンＡ、Ｂ１、Ｂ２、Ｃ

生
産
者
の
声

「根っこの会」の
ジャガイモと味噌

新鮮ブロッコリー

▲  力を合わせておいしい給食づくりに取
り組んでいます。

新地特産のニラ

地元でとれた地元でとれた
　食材だから　食材だから

安安　　全全

新
地
小
栄
養
士　

畠
山
真
由
美
さ
ん

　

給
食
甲
子
園
で
は
、
全
国
各
地

か
ら
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
給

食
が
集
ま
っ
た
な
か
で
、
全
国
の

上
位
12
校
に
選
ば
れ
、
新
地
町
の

食
材
の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。
入
賞
献
立
の
中
に

は
、
町
の
海
・
里
・
山
の
パ
ワ
ー

が
、
そ
し
て
、
生
産
者
の
方
々
の

思
い
が
ぎ
っ
し
り
と
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
食
材
一
つ
ひ
と
つ
に
力

が
あ
る
の
で
す
。

　

大
会
当
日
は
、
実
際
に
給
食
で

使
用
し
て
い
る
食
材
を
持
参
し
て

調
理
し
ま
し
た
。
食
材
調
達
に
当

た
っ
て
も
、
学
校
給
食
は
た
く
さ

ん
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。　

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
心
と
身
体
を
つ
く
る
『
食
』

の
力
と
大
切
さ
が
伝
わ
る
献
立
の

作
成
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
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学
校
給
食
で
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
か
ら
多
く
の
食
材
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、
調
理
を
し
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
、
町
全
体
で
、
栄
養
満
点

で
お
い
し
い
給
食
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
地
小
学
校
で
は
、
り

ん
ご
農
家
の
協
力
で
、
１
年
生
が

生
活
科
の
時
間
に
り
ん
ご
の
成
長

を
観
察
し
、
り
ん
ご
狩
り
を
体
験

す
る
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
町
民
の
み
な
さ
ん
の

協
力
で
、
町
の
子
ど
も
た
ち
は
実

際
に
食
材
に
触
れ
、
身
近
な
場
所

で
育
っ
た
食
材
を
食
べ
て
い
ま

す
。

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
、
里
、
山
に
囲
ま
れ

た
自
然
環
境
か
ら
、
魚
、
野
菜
な

ど
の
食
材
も
豊
富
に
揃
い
、
栄
養

が
偏
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

　

学
校
給
食
甲
子
園
で
は
、
所
要

栄
養
量
も
厳
し
い
審
査
基
準
で
し

た
が
、
今
回
紹
介
す
る
町
の
食
材

を
使
っ
た
給
食
は
栄
養
量
も
豊
富

で
あ
る
と
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。

　

給
食
を
通
し
て
、
新
地
町
の
魅

力
を
味
わ
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
的
な
成
長
が
守
ら
れ
ま

す
。

海・里・山のパワー海・里・山のパワー
生産者の思いがこめられた給食生産者の思いがこめられた給食

学
校
給
食
の
取
り
組
み

地
域
の
み
な
さ
ん
と
連
携
し
て

　

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
食
材
は
、

生
産
者
、
生
産
方
法
が
わ
か
る
安

全
な
食
材
で
す
。
新
地
町
の
畑
や

海
で
と
れ
た
ば
か
り
の
も
の
な
の

で
、
鮮
度
は
抜
群
で
、
食
材
の
味

を
落
と
す
こ
と
な
く
味
わ
う
こ
と

新
地
の
魅
力
を
味
わ
う

手
作
り
の
あ
た
た
か
さ

全国学校給食甲子園出場
－新地小学校－

真心こめた手作りだから真心こめた手作りだから

安安　　心心
　

町
で
と
れ
た
食
材
、
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
材

で
、
栄
養
職
員
が
子
ど
も
た
ち
の

健
康
や
好
み
な
ど
を
考
え
な
が
ら

献
立
を
作
成
し
、
調
理
員
が
衛
生

管
理
に
注
意
し
な
が
ら
手
作
り
し

て
お
り
、
尚
英
中
学
校
、
町
内
の

３
小
学
校
、
３
保
育
所
で
そ
れ
ぞ

れ
温
か
い
給
食
を
出
し
て
い
ま

す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
願
い
が
こ

も
っ
た
食
材
を
、
真
心
こ
め
て
調

理
し
た
給
食
で
、
子
ど
も
た
ち
に

郷
土
愛
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　町では、尚英中学校、３小学校、３保育所でそれぞれ調理した、
温かい給食を子どもたちに出しています。
　町内の生産者の協力で、地元でとれた食材を提供していただい
たり、野菜の栽培、収穫体験などの食育活動も行っています。
　こうした町民のみなさんとの協働で生まれた新地小学校の給食が、
この度、第3回全国給食甲子園に出場し、見事入賞を果たしました。
　小女子、ニラ、りんごなど、町の海・里・山のパワーと、生産
者の思いがぎっしりこめられた受賞献立を紹介します。
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国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
が
、
住

所
の
変
更
や
、
職
場
の
保
険
に
加

入
し
た
と
き
な
ど
も
、
14
日
以
内

に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
就
学
の
た
め
町
外
に
住

居
を
移
す
学
生
の
方
に
は
、
家
族

と
は
別
の
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
け
出
に
必
要
な
も
の

は
（
表
２
）
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
他
、
各
種
届
出
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
62
２
１
１
５
）

　

こ
の
ほ
か
、
水
道
企
業
団
、
電

力
会
社
、
電
話
会
社
、
取
引
金
融

機
関
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
手
続

き
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

国民健康保険・国民年金の届け出　（表２）

加
入
す
る
と
き

こ ん な と き は 届 け 出 を 持 参 す る も の
他の市町村から転入して
きたとき

家族全部のとき 転出証明書、年金手帳（加入者のみ）
家族の一部のとき転出証明書・国民健康保険証、年金手帳（加入者のみ）

職場の健康保険をやめた
とき

家族全部のとき 資格喪失証明書（やめた職場から）、年金手帳（本人とその扶養者）

家族の一部のとき資格喪失証明書（やめた職場から）、国民健康保険証、年金手帳（本人とその扶養者）
生活保護の適用を受けなくなったとき 生活保護決定通知書（廃止）、年金手帳
子どもが生まれたとき 国民健康保険証

ぬ
け
る
と
き

他の市町村へ転出するとき 国民健康保険証

職場の健康保険に加入したとき 国民健康保険証・職場の健康保険証、年金手帳（本人と
その扶養者）

生活保護の適用を受けたとき 国民健康保険証・生活保護決定通知書（開始）、年金手帳
死亡したとき 国民健康保険証、年金証書

そ
の
他

退職者医療制度に該当したとき 年金証書、国民健康保険証
退職者医療制度に該当しなくなったとき 国民健康保険証
住所、世帯主、氏名などが変わったとき 国民健康保険証、年金手帳（加入者のみ）
保険証をなくしたり、よごれて使えなくなったとき 使えなくなった国民健康保険証、身分を証明するもの
修学のため、子どもが他の市区町村に住居を移すとき国民健康保険証、在学証明書

※すべての届け出には、印鑑が必要です。

　

町
で
は
、
休
み
の
日
や
夜
間
で

も
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
・
抄

本
が
請
求
で
き
る
よ
う
に
、
役
場

北
側
玄
関
わ
き
に
『
休
日
夜
間
申

請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
』
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
仕
事
で
平
日
に
申
請
で

き
な
い
方
な
ど
は
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

『
休
日
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
』

【
申
請
の
方
法
】

①
ボ
ッ
ク
ス
に
備
え
つ
け
て
あ
る

申
請
書
に
必
要
な
こ
と
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
用
封
筒
に
あ
な
た
の
住

所
、
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

③
返
信
用
封
筒
に
切
手
を
貼
り

（
切
手
が
な
い
場
合
に
は
現
金
）

手
数
料
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
申
請
書
・
返
信
用
封
筒
・
手
数

料
を
添
え
、
備
え
付
け
の
専
用
封

筒
に
入
れ
、
封
を
し
て
ボ
ッ
ク
ス

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
処
理
の
方
法
】

　

休
日
の
翌
日
に
処
理
を
行
い
、

申
請
者
に
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
で
も
交
付
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
62
２
１
１
５
）

窓口案内一覧
町民課（☎62２１１５）
　・住民登録
　・印鑑登録
　・国民健康保険、国民年金の届出
　・夜間申請ボックスに関すること
健康福祉課（☎62２９３２）
　・児童手当
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住
所
を
変
更
し
た
と
き
に
は
、

役
場
へ
の
住
民
登
録
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　

正
し
い
住
所
を
届
け
て
お
か
な

い
と
、
選
挙
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
国
民
年
金
や
児
童
手
当
な
ど

の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
子
ど
も
の
予
防
接

種
や
入
学
に
ま
で
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
住
民
登
録
制
度
は
、
各
種

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
る
大

切
な
も
の
で
す
。（
表
１
）
に
該

当
す
る
方
は
、
必
ず
期
限
内
に
役

場
窓
口
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

住
所
登
録

住
所
変
更
な
ど
の
届
出
は
お
早
め
に
！

　

３
月
・
４
月
は
転
勤
や
新
入
学
な
ど
で
、
住
所
変

更
等
に
関
す
る
届
出
が
一
年
の
内
で
最
も
多
い
時
期

で
す
。
新
地
町
に
移
っ
て
き
た
と
き
や
町
外
に
移
る

と
き
に
は
転
入
・
転
出
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

各
種
届
出
や
証
明
な
ど
の
役
場
窓
口
で
の
手
続
き

を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

近
年
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
、

転
出
や
転
入
な
ど
の
届
出
を
す
る

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
住
民
の
異
動
届

出
や
印
鑑
登
録
な
ど
を
さ
れ
る
方

に
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
い
た

だ
き
、
本
人
の
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
人
確
認
書
類
は
、
住
民
基
本

　

印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
金
銭
の

貸
し
借
り
や
登
記
な
ど
に
使
わ
れ

印
鑑
登
録

る
大
切
な
も
の
で
す
。そ
の
た
め
、

印
鑑
登
録
を
行
う
に
は
、
登
録
す

る
印
鑑
の
他
に
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
運
転
免
許
証

等
、
官
公
庁
で
発
行
し
た
写
真
入

り
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

病
気
や
仕
事
な
ど
で
本
人
が
お

越
し
に
な
れ
な
い
場
合
に
は
代
理

で
の
申
請
が
で
き
ま
す
が
、
本
人

（
自
筆
）
の
委
任
す
る
旨
の
書
面

（
代
理
人
選
任
届
な
ど
）、
代
理
人

の
印
鑑
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
場
合
に
は
登
録
本
人
宛
に
照

会
文
書
を
郵
送
し
て
、
申
請
に
相

違
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
の

で
２
、３
日
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を

申
請
す
る
場
合
に
は
、
印
鑑
登
録

証
（
カ
ー
ド
）
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
62
２
１
１
５
）

　

児
童
手
当
該
当
の
方
が
他
の
市

町
村
に
住
所
を
移
転
し
ま
す
と
、

本
町
で
の
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま

す
。
本
町
か
ら
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
、

移
転
先
の
市
町
村
で
児
童
手
当
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
（
☎
62
２
９
３
２
）

児
童
手
当
該
当
の
方
で

町
外
へ
住
所
移
転
の
場
合

▶
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）

身
分
証
明
書
が
必
要
で
す

台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
運

転
免
許
証
、
そ
の
他
官
公
庁
が
発

行
し
た
書
類
等
で
、
本
人
の
写
真

が
貼
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
人
確
認
が
出
来
な
か
っ
た
場

合
、
異
動
対
象
者
宛
に
、
届
出
内

容
を
確
認
す
る
た
め
の
通
知
を
郵

送
し
ま
す
。（
本
人
確
認
が
で
き

た
場
合
で
も
「
住
民
異
動
届
」
の

種
類
に
よ
り
、
通
知
を
郵
送
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

住所変更等の届け出　（表１）
届出事項 届出期間 持参するもの

転入届
（ 他の市町村から引っ
越してきたとき）

新地町に住み始
めた日から 14
日以内

・届出人の印鑑
・転出証明書
（前住所地で交付されたもの）
・国民年金手帳（加入者のみ）
・本人確認書類 ( ※ )

転出届
（ 他の市町村に引っ越
すとき）

転出する日・転
出先が決まった
ら速やかに

・届出人の印鑑
・印鑑登録証（登録者のみ）
・国民健康保険証（加入者のみ）
・本人確認書類（※）

転居届
（ 町内で住所を変えた
とき）

新しい住所に住
み始めた日から
14 日以内

・届出人の印鑑
・国民健康保険証（加入者のみ）
・本人確認書類（※）

世帯主変更届・世帯分
離届・世帯合併届
（ 世帯主が変わったり
世帯を合併・分離し
たりしたとき）

変更した日
・届出人の印鑑
・国民健康保険証（加入者のみ）
・本人確認書類（※）

（※）本人確認書類とは、運転免許証、住基カード（写真入り）やパスポー
トなど官公庁発行の写真入りの身分証明書（有効期限内のもの）等です。
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■
寡
婦
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の

あ
る
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
妻
が
60
歳
か
ら
65

歳
の
間
、
夫
の
年
金
額
の
４
分
の

３
の
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

■
死
亡
一
時
金

　

３
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
方

が
年
金
を
受
給
せ
ず
に
亡
く
な
っ

た
場
合
、
納
め
た
期
間
に
応
じ
て

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
未
支
給
年
金

　

老
齢･

障
害･

遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、
亡
く
な
っ
た
月
ま
で
の

受
給
し
て
い
な
い
分
が
受
け
取
れ

ま
す
。

　

年
金
を
受
給
す
る
と
き
は
、
自

分
か
ら
請
求
し
な
け
れ
ば
も
ら
え

ま
せ
ん
。
一
時
金
や
未
支
給
も
同

様
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
ま

し
ょ
う
。

　

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て

い
な
い
障
害
者
の
方
で
、
次
の
項

目
に
該
当
す
る
方
は
、「
特
別
障

各
種
年
金
の
受
給
に
つ
い
て

一
時
的
な
年
金

受給は「老齢、障害、遺族」の３種類受給は「老齢、障害、遺族」の３種類
　国民年金は、老後の生活保障の目的だけではなく、ケガや
病気によって障害者になったときや、一家の大黒柱を失った
ときなどに、一定の要件を満たしていれば基礎年金を受ける
ことができるように保障されています。

　

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除

さ
れ
た
期
間
の
合
計
が
25
年
以
上

あ
る
方
で
、
65
歳
に
な
っ
た
と
き

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
開
始
の
時
期
は
、
希
望
に

よ
っ
て
、
60
歳
か
ら
64
歳
の
間
に

繰
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
本
来
の
年
金

額
（
満
額
）
よ
り
も
減
額
さ
れ
ま

す
。
逆
に
支
給
開
始
時
期
を
65

歳
以
降
に
繰
り
下
げ
る
こ
と
も
で

き
、
こ
の
場
合
は
繰
り
下
げ
期
間

に
応
じ
て
増
額
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
や
20
歳
前
に
、

病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
障
害
者
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
さ

な
け
れ
ば
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金

　

生
計
を
維
持
す
る
方
に
先
立
た

れ
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ

妻
や
、
子
ど
も
が
残
さ
れ
た
時
に

は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

害
給
付
金
」
の
申
請
を
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
「
平
成
３
年
３
月
以

前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で

あ
っ
た
学
生
」
並
び
に
「
昭
和
61

年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加

入
対
象
者
で
あ
っ
た
厚
生
年
金
等

に
加
入
し
て
い
た
方
の
配
偶
者
」

で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
に
初
診
日
が
あ

り
、現
在
障
害
基
礎
年
金
の
１
・
２

級
相
当
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

認
定
の
是
非
に
つ
い
て
は
過
去

の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
で
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
さ
れ
た
場
合
、
給

付
金
は
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
に
な
り
ま
す
。
請
求
が
遅
れ
た

場
合
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
な

ど
人
生
の
節
目
で
は
、
加
入
す
る

年
金
が
変
わ
っ
た
り
、
保
険
料
を

自
ら
が
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
は
、
年

金
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
手
続
き
を
せ
ず
に
放
っ
て
お

く
と
、
年
金
の
受
給
に
大
き
な
影

響
が
で
て
き
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届

け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課　
（
☎
62
２
９
３
２
）

相
馬
社
会
保
険
事
務
所

（
☎
36
５
１
７
３
）

人
生
の
節
目
で
は

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

特
別
障
害
給
付
金
制
度

請
求
が
必
要
で
す



Ｈ 21．３．５．⑹

件
に
あ
て
は
ま
る
と
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　

本
人･

配
偶
者･

世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
で
収
入

が
少
な
い
方
や
、
天
災･

失
業･

廃
業･

倒
産
な
ど
を
理
由
と
す
る

方
が
要
件
に
あ
て
は
ま
る
と
免
除

さ
れ
ま
す
。

　

修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程

に
在
学
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
学

生
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

基
準
以
下
で
あ
れ
ば
猶
予
さ
れ
ま

す
。 学

生
納
付
特
例
制
度

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
学
生
納

付
特
例
制
度
に
よ
り
、
保
険
料
を

猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き
続

き
平
成
21
年
度
も
在
学
予
定
の
方

に
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
「
基
礎

年
金
番
号
」
等
の
事
項
が
記
載
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
３
月
下
旬
頃
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
も
同
じ
学
校
に
在

学
さ
れ
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
届
い
た
申

請
書
を
４
月
中
に
社
会
保
険
庁
に

届
く
よ
う
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の

継
続
申
請
手
続
き

　

30
歳
未
満
の
方
に
限
ら
れ
ま

す
。
本
人･

配
偶
者
の
前
年
所
得

が
一
定
基
準
以
下
で
収
入
が
少
な

い
方
や
、
天
災･

失
業･

廃
業･

倒
産
な
ど
を
理
由
と
す
る
方
が
要

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方

が
加
入
し
ま
す
。
左
の
表
で
自
分

の
加
入
す
る
種
別
を
確
認
し
、
忘

れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
免
除
制
度（
全
額・半
額
）

　

収
入
が
少
な
い
方
や
学
生
な
ど

は
免
除
（
猶
予
）
制
度
が
あ
り
、

申
請
を
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、

そ
の
期
間
の
保
険
料
が
免
除
（
猶

予
）
さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間
分
は

受
給
す
る
と
き
に
減
額
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

10
年
以
内
に
追
納
し
た
場
合
は
減

額
さ
れ
ま
せ
ん
。

納
付
が
困
難
な
と
き

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
万
一
の
時
に
み
な
さ
ん
の
生
活
を
経
済
的
に
支
え
る
大
切
な
制
度
で

す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
受
給
世
代
の

給
付
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
ゆ
と
り
と
安
心
を
得
る
た
め
に
も
、
制
度
を
き
ち
ん
と
知
り
大
切
な
受
給
権
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
お
こ
う
「
国
民
年
金
」

み
ん
な
が
加
入
国
民
年
金
！

職　業
自営業
学生
無職

会社員
公務員

会社員・公務員な
どに扶養されてい
る妻または夫

種　別 第１号
被保険者

第２号
被保険者

第３号
被保険者

手続き場所 住所のある市区町村 勤務先 配偶者の勤務先

保険料の
納め方

納付書
口座振替
ネットバンキング

給料などから差し
引かれている保険
料に国民年金分も
含まれています。

納める必要はあり
ません。

太線の枠内
に必ず記入
お願いしま
す。
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株
式
会
社
ナ
ガ
ホ
リ
代
表
取

締
役
会
長
で
、
明
治
大
学
理
事

長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る

長
堀
守
弘
氏
を
講
師
に
招
い
た

教
育
講
演
会
が
２
月
５
日
、
尚

英
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、「
将
来
の
希
望

に
向
か
っ
て
」
と
題
し
、
宝
物

で
あ
る
時
間
を
上
手
に
使
い
、

希
望
に
向
か
っ
て
、
あ
き
ら
め

ず
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
尚
英
中

学
校
の
生
徒
へ
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
尚
英
中
学
校
の
図
書

購
入
費
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▲貴重な経験をもとに講演をする長堀氏

将
来
の
希
望
に
向
か
っ
て

長
堀
守
弘
氏
が
講
演

　

新
地
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

推
進
会
議
と
新
地
町
公
民
館
主
催

の
「
特
選
！
男
の
料
理
教
室
」
が

２
月
22
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

20
歳
代
か
ら
70
歳
代
ま
で
の
15

名
の
男
性
が
参
加
し
、
大
根
サ
ラ

ダ
、
鶏
肉
と
キ
ノ
コ
の
ガ
ー
リ
ッ

ク
黒
こ
し
ょ
う
炒
め
、
肉
じ
ゃ
が

な
ど
５
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
小
山
三
郎
さ
ん
（
大

戸
浜
）
は
、「
包
丁
を
握
っ
た
こ

と
も
な
か
っ
た
が
、
料
理
を
覚
え

て
妻
に
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲熱心に料理をする参加者

15
名
の
男
性
が
料
理
に
挑
戦

　

町
内
三
保
育
所
で
は
、
こ
の
ほ

ど
、
児
童
一
人
ひ
と
り
に
、
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
教
え
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
交

通
安
全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
教
室
で
は
、
相
馬
警
察
署
の

警
察
官
か
ら
、
道
路
を
横
断
す
る

時
の
注
意
点
を
聞
き
、
道
路
で
は

遊
ば
な
い
こ
と
な
ど
を
約
束
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
外
に
出

て
、実
際
に
道
路
を
歩
き
な
が
ら
、

横
断
す
る
と
き
は
必
ず
一
旦
停
止

し
、
左
右
を
確
認
す
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

▲左右確認。横断歩道のわたり方も大丈夫！

右
見
て　

左
見
て

「
交
通
安
全
教
室
」

　

町
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
コ
ー
ル
し
お
さ
い
」
の
み
な
さ

ん
の
指
導
の
も
と
、「
新
地
町
の

歌
」練
習
会
が
福
田
小
学
校
、駒
ヶ

嶺
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、

４
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

練
習
の
合
間
に
は
、「
こ
の
木

な
ん
の
木
」
な
ど
の
児
童
が
よ
く

知
っ
て
い
る
歌
を
み
ん
な
で
歌

い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

長
塚
正
佳
く
ん
（
福
田
小
６

年
）は
、「
新
地
町
の
歌
を
覚
え
て
、

成
人
式
で
歌
え
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲「しおさい」のみなさんと元気いっぱいに歌う児童

み
ん
な
で
歌
お
う

新
地
町
の
歌
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納
税
義
務
者
が
受
給
さ
れ
て
い

る
年
金
か
ら
徴
収
（
天
引
き
）
す

る
方
法
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で

納
め
る
方
法
は
「
普
通
徴
収
」
と

い
い
ま
す
。

特
別
徴
収
と
は

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未

満
で
あ
る
こ
と

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
が
介
護
保
険
料

と
合
わ
せ
て
、
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
こ
と

年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
方

　

４
月
、
６
月
、
８
月
、
10
月
、

12
月
、
２
月
の
年
金
定
期
支
払
時

の
年
６
回
で
す
。

　

普
通
徴
収
は
、
７
月
か
ら
２
月

の
年
８
回
で
あ
っ
た
た
め
、
特
別

徴
収
に
よ
り
１
回
あ
た
り
の
納
付

額
は
増
え
ま
す
が
、
総
額
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
の
時
期

国民健康保険税の特別徴収について

　昨年 10月から国民健康保険税（国保税）
の特別徴収（年金からの天引き）が始まり、
今年４月からは、仮徴収が行われます。

　

特
別
徴
収
の
中
止
に
係
る
届
出

を
す
る
こ
と
に
よ
り
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
に
よ
ら
ず
、
口
座
振
替

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　

そ
の
際
、「
口
座
振
替
依
頼
書
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
①
振
替
口
座
の
預
金
通
帳
及

び
②
通
帳
の
届
け
印
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
変
更
し
た

場
合
、
す
べ
て
の
町
税
が
口
座
振
替

と
な
り
、
さ
ら
に
社
会
保
険
料
控
除

は
、口
座
名
義
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税

額
や
住
民
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
　
　
（
☎
62
２
１
１
９
）

特
別
徴
収
の
中
止
に
係
る
届
出

特
別
徴
収
税
額
の
決
ま
り
方

徴収時期
（納期） 徴収税額

仮
徴
収

４月
６月
８月

前年度保険税額を基
に算定した年税額を
６分の１した額

本
徴
収

10 月
12 月
２月

本年度保険税額を算
定し、そこから、既
に賦課済みの保険税
を引き、残りの税額
を３分の１した額

４
月
１
日
か
ら
駒
ヶ
嶺
駅
前
は
有
料
駐
車
場
に

　

駒
ヶ
嶺
駅
前
は
、
買
い
物
な
ど

の
た
め
の
一
時
的
な
駐
車
場
と
し

て
無
料
で
開
放
し
て
き
ま
し
た

が
、
通
勤
、
通
学
者
に
よ
る
利
用

が
後
を
絶
た
ず
、
本
来
の
利
用
が

さ
れ
て
い
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
４
月
１
日
か
ら
は
、

身
障
者
や
高
齢
者
の
た
め
の
駐
車

場
を
除
く
18
区
画
を
有
料
と
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

無
料
駐
車
場
（
11
区
画
）
は

町
営
住
宅
南
側
に

　

買
い
物
な
ど
の
た
め
に
誰
で
も

利
用
で
き
る
無
料
駐
車
場
は
、
町

営
住
宅
南
側
の
11
区
画
に
変
わ
り

ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

有
料
駐
車
場
の
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

　

有
料
駐
車
場
の
利
用
を
希
望
す

る
方
は
、
次
に
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

受
付
開
始　

３
月
５
日
㈭
か
ら

受
付
場
所　

役
場
総
務
課
財
政
係

料
金　
　
　

１
ヶ
月
１
区
画

　
　
　
　
　

２
，
５
０
０
円 

そ
の
他　

駐
車
箇
所
は
先
着
順

◉
問
い
合
わ
せ

総
務
課
財
政
係
（
☎
62
２
１
１
１
）

有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料

有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料

有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料

有料
有料
有料
有料
有料
有料

有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料
有料

有料
有料
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●一般書 ●児童書

　お金がなくても、思いっ
きり無理をしなくても、
夢は毎日育ててゆける。
契約社員ナガセの目標は、
自分の年収と同じ世界一
周旅行の費用を貯めるこ
と。その総額１６３万円。
執拗なまでに節約を試み
るナガセだったが…。第
１４０回芥川賞受賞作。

『ポトスライムの舟』 津村　記久子

『ブラザー・サン　シスター・ムーン』 恩田　陸
『少女』 湊　かなえ
『神器《軍艦「橿原」殺人事件》』（上・下）
 奥泉　光
『孤独星』 ベニ
『宮島・伝説の愛と死』 西村　京太郎
『男道』 清原　和博
『読めそうで読めない間違いやすい漢字』 出口　宗和
『ＬＯＳＴ  ＳＥＡＳＯＮ４　ＶＯＬ．１～３』
 ジェフリー・リーバー
 ほか

『ジャッキーのいもうと』
 あだち　なみ・あいはら  ひろゆき
『ＩＱ探偵ムー　浦島太郎殺人事件（下）』
 深沢　美潮
『絵で見て “ちがいがわかる ”本』
 村越　正則：監修
 ほか
●ＣＤ

３月の読み聞かせ会
日時：３月21日㈯　11時～
　図書館ボランティア「スイミー」の皆
さんによる、絵本の読み聞かせや工作
などを行います。
　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。

　　＝新着本のご案内＝
図書館へ行こう図書館へ行こう

図書館カレンダー

は休館日

町図書館
☎62 5031は館内整理日

　小６の聖時の家は時計店。冬
のある日、年の離れた兄と大喧
嘩、父にも叱られ店の作業部屋
に隠れこむ。そこで聖時は不思
議な を発見。古い時計に差し
込むと１２年前にタイムスリッ
プ。そこには、幼い頃交通事故
で死んだ母親の姿が。
　奇跡の時間を刻む感動ファン
タジー！

『からくり夢時計』 川口　雅幸

『ＤＩＧ　ＯＵＴ　ＹＯＵＲ　ＳＯＵＬ』 Ｏａｓｉｓ
『ＥＸＩＬＥ  ＢＡＬＬＡＤ  ＢＥＳＴ』 ＥＸＩＬＥ 
『ＧＩＲＬ  ＮＥＸＴ  ＤＯＯＲ』
 ＧＩＲＬ  ＮＥＸＴ  ＤＯＯＲ 
 ほか

　脱サラして進学塾の教室
長へ転職を決め、小学５年
生になる亮太と中学３年生
になる美嘉とともに、７０
年代初めに開発された街、
「希望ケ丘」に引っ越して
きた田島。そこは、２年前
にガンで逝った妻のふるさ
とだった。亡き妻の思い出
のニュータウンに暮らす父
と子を描く感動長編。

『希望ケ丘の人びと』 重松　清

　ある日、幼稚園から帰ってき
たうみひこくんにおじいちゃん
から大きなプレゼントが。あけ
てみると青いランドセル！かっ
こいい！
　初めてランドセルを手にした
ときの、わくわくした気持ちが、
あざやかに伝わってくる絵本。

『ランドセルがやってきた』 中川  ひろたか
 村上  康成

 日 月 火 水 木 金 土

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

 ８ ９ 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

 29 30 31 １ ２ ３ ４
４月

３月
『読書活動ボランティア』の活動風景

　新地町図書館は、
ボ ラ ン テ ィ アの
方々のご協力によ
り様々な事業を行
っています。
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保
育
所
の
年
長
さ
ん
は
、
年
が

明
け
る
と
「
も
う
す
ぐ
１
年
生
に

な
る
ん
だ
！
」
と
い
う
期
待
で
、

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
今

ま
で
過
ご
し
て
き
た
保
育
所
と

は
、
ま
た
違
っ
た
と
こ
ろ
へ
行
く

こ
と
に
、
ど
き
ど
き
・
わ
く
わ
く

し
て
い
ま
す
。

　

２
月
下
旬
に
な
る
と
、
毎
年
小

学
校
訪
問
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校

の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
授
業

の
様
子
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

学
校
の
中
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た

り
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
緊

張
し
な
が
ら
も
、
小
学
校
の
雰
囲

気
を
感
じ
と
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師　

齋
藤　

通
予

　　保育所から

こんにちはこんにちは

♡
156
♡

ヶ
嶺
保 育 所駒

　
「
平
成
21
年
度
各
種
健
康
診
査

の
申
し
込
み
書
」
が
健
康
づ
く
り

推
進
員
さ
ん
を
通
し
、
各
家
庭
に

届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

健
診
は
、
現
在
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
健
診
結
果
や
そ

の
変
化
を
参
考
に
し
て
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
を
予

防
・
改
善
す
る
た
め
に
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

健
診
を
年
１
回
は
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

若
い
頃
か
ら
定
期
的
に
健
診
を

受
け
、
運
動
・
食
生
活
な
ど
を
見

直
し
て
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
、
し
い
て
は
老
後
を
健
や
か

に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
予
防
で
は
つ
ら
つ
と

　

65
歳
以
上
の
方
に
は
生
活
機
能

の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
。
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
方
全
員
に
通

知
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　●
お
誕
生
会

３
日
㈫ 

各
保
育
所

●
お
わ
か
れ
会

10
日
㈫ 

駒
ヶ
嶺
保
育
所

11
日
㈬ 
新
地
保
育
所

 
福
田
保
育
所

●
育
児
相
談

18
日
㈬ 

駒
ヶ
嶺
保
育
所

19
日
㈭ 

新
地
保
育
所

 

福
田
保
育
所

●
育
児
相
談

27
日
㈮ 

各
保
育
所

３
月
の
行
事
予
定

　　保育所から

５
歳
児　

「
お
父
さ
ん
に
ブ
ラ
ン
コ
お

し
て
も
ら
っ
た
ら
、
地
球
ま

で
と
ん
で
い
き
そ
う
だ
っ
た

よ
！
」

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

小
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

▲ 小学校でもがんばるぞ！

ど
き
ど
き
♪　

わ
く
わ
く
♪

も
う
す
ぐ
１
年
生
！

小
学
校
と
の
連
携

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
育

ち
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
に
移
行

し
て
い
く
よ
う
に
、
保
育
士
と
教

師
と
で
、
育
ち
の
連
続
性
に
注
意

し
な
が
ら
懇
談
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
や
発
達

は
、
小
学
校
へ
入
っ
て
か
ら
も
続

い
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

保
育
所
で
の
姿
を
小
学
校
に
伝
え

て
い
く
こ
と
で
、
小
学
校
へ
行
っ

て
か
ら
も
、
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
、
保
育
所
で
は
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
、
生

活
機
能
低
下
の
お
そ
れ
の
あ
る
方

に
は
（
転
び
や
す
い
・
飲
み
込
み

に
く
い
・
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
ど
）

「
生
活
機
能
検
査
」
の
案
内
を
４

月
頃
に
通
知
し
ま
す
。
25
項
目
の

質
問
と
と
も
に
関
節
の
動
き
や
お

口
の
検
査
を
し
ま
す
。
そ
の
結
果

に
よ
っ
て
介
護
予
防
の
教
室
の
案

内
を
し
ま
す
。 

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、
健
康
づ
く

り
に
は
「
介
護
予
防
」
の
視
点
が

大
切
で
す
。
介
護
が
必
要
に
な
る

原
因
は
、
転
倒
・
骨
折
、
認
知
症
、

関
節
疾
患
と
い
っ
た
生
活
機
能
の

低
下
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
そ
れ
ら
の
生
活
機
能
を
維

持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

介
護
予
防
の
取
り
組
み
内
容

　

今
年
度
は
３
地
区
で
介
護
予
防

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
教
室

参
加
者
の
体
力
測
定
結
果
や
ア
ン

ケ
ー
ト
、
ご
本
人
の
様
子
か
ら
、

歩
く
の
が
速
く
な
っ
た
り
、
歯
の

磨
き
方
に
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ

た
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

案
内
や
通
知
が
届
い
た
時
は
、

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

健
康
診
査
の
申
し
込
み
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
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知
財
戦
略
の
４
科
目

開
催
日
程　

３
月
13
日
㈮
、
19
日

㈭
、
24
日
㈫
（
各
科
目
と
も
に
９

時
か
ら
17
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。）

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象　

新
地
町
内
の
企
業
（
製
造

業
）
に
勤
務
す
る
技
術
者
等

募
集
人
員　

各
科
目
60
名
程
度

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
１
社
当

た
り
の
受
講
者
数
を
制
限
さ
せ
て

い
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
講
費
用　

受
講
者
１
名
、
１
科

目
当
た
り
テ
キ
ス
ト
代
等
と
し
て

１
，
０
０
０
円
を
企
業
に
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他　

講
師
は
大
学
、
研
究
機

関
、企
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、

各
分
野
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
方
々

を
招
聘
し
、
実
務
に
活
用
で
き
る

講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
先　

ゆ
め
サ
ポ
ー
ト
南

相
馬
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
℻
㉕
３
３
１
６
）、

又
は
電
子
メ
ー
ル
（yanom

a@
yum

e-support.m
inam

i-som
a.

com

）

◉
問
い
合
わ
せ

ゆ
め
サ
ポ
ー
ト
南
相
馬

（
☎
㉕
３
３
１
０
）

企
画
振
興
課　
（
☎
62
２
１
１
２
）

　

百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
未
曾

有
の
不
況
の
中
で
、
町
内
の
製
造
業

に
お
い
て
も
急
激
な
生
産
量
の
落
ち

込
み
に
よ
り
、
多
く
の
企
業
が
休
業

等
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
打

開
す
る
た
め
、
㈱
ゆ
め
サ
ポ
ー
ト

南
相
馬
へ
の
委
託
事
業
に
よ
り

「
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
講
座
」

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

地
元
企
業
の
人
材
育
成
と
競
争

力
の
強
化
を
支
援
す
る
た
め
、
製

造
現
場
で
従
業
員
に
共
通
し
て
求

め
ら
れ
る
専
門
的
な
知
識
や
、
技

術
・
技
能
を
習
得
し
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

受
講
申
込
み
は
会
社
単
位
で
行

い
、
事
前
に
実
施
機
関
で
あ
る
㈱

ゆ
め
サ
ポ
ー
ト
南
相
馬
と
委
託
訓

練
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

研
修
科
目　

品
質
管
理
、
生
産
革

新
、
国
際
規
格
、
知
的
財
産
権
・

　

新
地
町
商
工
会
で
は
、
国
の
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
制

度
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
助

成
金
制
度
に
精
通
し
た
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
各
企
業
に
無
料
で
派
遣
し

ま
す
。

　

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成

金
制
度
の
受
給
を
希
望
す
る
企
業

は
、
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

派
遣
期
間　

３
月
31
日
㈫
ま
で

派
遣
場
所　

各
事
業
所

派
遣
回
数

　

一
企
業
に
対
し
て
２
回
ま
で

支
援
内
容

　

助
成
金
制
度
の
説
明
、
受
給
に

必
要
と
な
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の

届
出
書
類
、
添
付
資
料
の
作
成
指

導
等

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
地
町
商
工
会
（
☎
62
２
４
４
２
）

緊
急
雇
用
安
定
助
成
金

活
用
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣

「
も
の
づ
く
り
人
材
育

成
講
座
」
の
参
加
会
社

（
製
造
業
）
を
募
集

町
内
中
小
企
業
の
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

国
の
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
制
度
を

活
用
す
る
た
め
に

　

町
で
は
、
町
内
及
び
周
辺
地
域

の
方
で
、
現
在
失
業
状
態
に
あ
っ

て
求
職
活
動
中
の
方
を
対
象
に
臨

時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
方
。

雇
用
期
間　
４
月
よ
り
６
ヵ
月
以
内

勤
務
日　

月
曜
〜
金
曜（
週
５
日
、

祝
日
は
除
く
。）

勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

17
時
15
分

勤
務
場
所　

役
場
町
民
課

勤
務
内
容　

デ
ー
タ
打
ち
込
み
等

選
考
方
法　

　

書
類
審
査
、
面
接
（
別
途
、
面

接
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

募
集
期
限　

３
月
19
日
㈭

申
込
手
続　

申
込
用
紙
等
は
、
役

場
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
62
２
１
１
１
）

対
象
に
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
名

応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
普
通
自

動
車
免
許
を
有
し
、
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
の
で
き
る
方
。

雇
用
期
間　

４
月
よ
り
12
ヵ
月
以

内
（
た
だ
し
、
こ
の
期
間
を
更
新

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

勤
務
日　

月
曜
〜
金
曜（
週
５
日
、

祝
日
は
除
く
。）

勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

17
時
15
分

勤
務
場
所　

町
観
光
協
会
事
務
局

（
役
場
企
画
振
興
課
内
）

勤
務
内
容　

観
光
Ｐ
Ｒ
の
企
画
・

検
討
、
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
、
観
光
案

内
事
務

選
考
方
法

　

書
類
審
査
、
面
接
（
別
途
、
面

接
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

募
集
期
限　

３
月
19
日
㈭

申
込
手
続　

申
込
用
紙
等
は
、
町

観
光
協
会
で
交
付
し
ま
す
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
観
光
協
会
（
☎
62
２
１
１
２
）

町
臨
時
職
員
を
募
集

新
地
町
観
光
協
会

臨
時
職
員
を
募
集

緊
急
雇
用
対
策

　

町
観
光
協
会
で
は
、
町
内
及
び

周
辺
地
域
の
方
で
、
現
在
失
業
状

態
に
あ
っ
て
求
職
活
動
中
の
方
を
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農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農

業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
早
急
な
立
て

直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
活
力
あ
る
農
業
、
農

村
の
確
立
を
目
指
す
た
め
、
次
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
25
日
㈬

　
　
　

19
時
〜

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　

視
聴
覚
室

講
師　

㈲
ウ
ィ
ル
ビ
ー

代
表
取
締
役　

志
村　

尚
一
氏

演
題　
「
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
！
み

ん
な
で
築
く
新
地
町
の
農
業
」

※
新
春
農
業
講
演
会
は
、
１
月
31

日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

町民課622115、2116／税務課622119／健康福祉課622931、2932、2096／農林水産課622194／農業委員会事務局622195／会計室622128
総務課622111／企画振興課622112／都市計画課622113／建設課622114／議会事務局622190／教育総務課624477／生涯学習課（公民館内）622085

役場直通
電話表

農
業
講
演
会
開
催

が
、
大
雪
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

◉
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
（
☎
62
２
１
９
４
）

新
地
町
海
釣
り
公
園

管
理
人
募
集

　

町
観
光
協
会
で
は
、
４
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
新
地
町
海
釣
り
公

園
（
現
在
、
相
馬
港
５
号
ふ
頭
に

建
設
中
）
の
管
理
人
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容　

海
釣
り
公
園
利
用

者
の
利
用
料
金
の
徴
収
、
利
用
者

の
安
全
管
理
・
マ
ナ
ー
指
導
、
施

設
の
開
閉
、
整
理
整
頓
、
清
掃
業

務
等

募
集
人
員　

５
名

雇
用
期
間　

４
月
１
日
よ
り
６
ヵ

月
以
内
（
た
だ
し
、
こ
の
期
間
を

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

応
募
の
資
格　

18
歳
以
上
で
簡
単

な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
健
康

で
釣
り
が
好
き
な
方
。

仕
事
の
時
間
等

・
３
月
か
ら
９
月
ま
で　

５
時
45

分
か
ら
18
時
15
分
ま
で
の
間
の
６

時
間
30
分
〜
４
時
間
程
度
の
交
替

勤
務

・
10
月
か
ら
２
月
ま
で　

６
時
15

分
か
ら
16
時
45
分
ま
で
の
間
の
６

時
間
30
分
〜
４
時
間
程
度
の
交
替

勤
務

休
園
等

・
悪
天
候
の
日
は
休
園
と
な
り
ま

す
。

新
地
町
野
球
リ
ー
グ

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

町
野
球
リ
ー
グ
で
は
、
平
成
21

年
度
の
参
加
チ
ー
ム
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

リ
ー
グ
期
間　

４
月
〜
９
月

年
会
費　

１
チ
ー
ム
１
万
円

参
加
資
格

　

町
内
在
住
又
は
町
内
に
勤
務
す

る
方
が
所
属
す
る
チ
ー
ム

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈫

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
地
公
民
館
（
☎
62
２
０
８
５
）

nformationi
暮らしの情報

info@shinchi-town.jp

 http://www.shinchi-town.jp

・
天
候
の
悪
化
に
よ
り
、
開
園
時

間
途
中
で
閉
園
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

・
休
園
日　

12
月
29
日
か
ら
翌
年

１
月
３
日
ま
で

選
考
の
方
法　

書
類
審
査
、
面
接

（
面
接
日
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
。）

応
募
手
続

・
申
込
用
紙
等
は
、
町
観
光
協
会

で
交
付
し
ま
す
。

・
申
込
の
手
続
き　

申
込
用
紙（
写

真
・
タ
テ
４
㎝
、
ヨ
コ
３
㎝
程
度

を
貼
付
の
こ
と
）
と
健
康
問
診
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
町
観
光
協

会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

３
月
19
日
㈭
ま
で

（
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
。）

そ
の
他

・
応
募
い
た
だ
い
た
書
類
は
、
返

却
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
に
関
す

る
こ
と
は
、
業
務
に
関
係
す
る
こ

と
に
の
み
使
用
し
、
公
表
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
観
光
協
会
（
役
場
企
画
振
興
課

内
）（
☎
62
２
１
１
２
）

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
浜

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
開
催

　

県
立
浜
高
等
技
術
専
門
校
（
テ

ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
浜
）
で
は
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
申
込
み
は
不
要
で

す
の
で
、
直
接
本
校
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

３
月
22
日
㈰

　
　
　

10
時
〜
13
時

対
象
者　

進
学
を
希
望
し
て
い
る

高
校
生
及
び
一
般
の
方

【
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

※
各
科
に
お
い
て
施
設
・
設
備
見

学
、体
験
実
習
等
を
開
催
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ　

県
立
浜
高
等
技

術
専
門
校
（
☎
㉖
１
５
５
５
）

時　間 内　容
9：50～10：00 受付
10：00～11：00 全体説明
11：00～11：30 電子制御科見学
11：30～12：00 自動車整備科見学
12：00～12：30 建築技術科見学
12：30～13：00 学生寮見学
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◆
新
地
短
歌
会

何
時
し
ら
に
庭
の
紅
葉
は
散
り
果
て
て

　

南
天
の
実
は
赤
く
色
ど
る

 

小
山
田　

つ
や

春
待
つ
は
我
の
み
な
ら
ず
前
庭
の

　

石
楠
花
の
蕾
ふ
く
ら
み
て
く
る

 
今
野　

好
子

正
月
の
年
中
行
事
の
神
参
り

　

先
ず
は
初
日
を
お
ろ
が
み
に
行
く　

 

大
須
賀　

し
づ

暗
き
こ
と
多
き
世
な
れ
ど

　

曾
孫
の
サ
ン
タ
信
ず
る
笑
顔
に
な
ご
む

 

菅
野　

八
重
子

娘
も
孫
も
曾
孫
も
帰
り
騒
め
き
も
お
さ
ま
り

　

夫
と
の
夕
べ
は
静
か

 

桜
井　

京
子

新
年
に
五
十
二
型
の
テ
レ
ビ
に
は

　

み
だ
れ
世
相
が
大
き
く
う
つ
る

 

八
巻　

春
子

勉
強
は
二
の
次
踊
り
の
大
好
き
な

　

少
女
の
吾
を
母
は
愛
で
に
き

 

荒　

洋
子

暖
か
き
初
日
身
に
受
け
砂
浜
を

　

ゆ
っ
く
り
歩
む
幸
せ
か
み
し
め

 

高
橋　

ク
ニ
子

安
ら
け
く
娘
の
胸
に
抱
か
れ
て

　

み
ど
り
児
乳
を
含
み
初
め
た
り

 

桜
井　

英
子

凛
と
し
て
ほ
の
か
に
香
る
水
仙
を

　

心
清
し
く
初
春
に
生
け
る

 

千
葉　

カ
ヲ
ル

　
　

産
婦
人
科
再
開

　

公
立
相
馬
総
合
病
院
の
産
婦
人
科
が
、

医
師
の
退
職
に
よ
り
昨
年
11
月
か
ら
休

診
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
二
人
の
ベ

テ
ラ
ン
産
婦
人
科
医
を
迎
え
、
３
月
か

ら
再
開
で
き
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

今
、
地
方
に
お
け
る
医
師
不
足
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
当
地

区
に
お
い
て
も
、
民
間
の
産
婦
人
科
医

一
人
に
頼
っ
て
い
る
状
況
だ
っ
た
が
、

今
回
二
人
の
医
師
を
確
保
で
き
た
こ
と

は
圏
域
住
民
に
と
っ
て
大
き
な
朗
報
だ
。

　

記
者
会
見
に
臨
ん
だ
坂
本
、
木
村
両

医
師
は
、
こ
れ
ま
で
静
岡
、
大
阪
と
遠

い
所
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
出
身
地
の

浜
通
り
に
も
ど
り
、「
相
馬
地
方
の
周
産

期
部
門
で
チ
ー
ム
診
療
、
医
療
を
進
め

て
い
き
た
い
。」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ

た
。

　

４
月
か
ら
は
里
帰
り
出
産
も
受
け
入

れ
で
き
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
少
子
化

傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

町
長
日
記

加
藤　

憲
郎

住民基本
台帳調べ（ ）

２月１日現在（　）は前月比
●人　口／8,516人（－ 12人）
　　男　／4,172人（－ 9人）
　　女　／4,344人（－　3人）
●世帯数／2,623世帯（＋２世帯）

人の動き 消　息 （平成２1年１月２１日～平成２1年２月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

 （子供） （親） （地区）

 亜
あ や か

矢佳 名取　友昭・富　江 新地町
 柚

ゆ

　那
な
 猪狩　祐吾・静　江 高　田

 奏
かな

　天
め
 坂元　崇浩・真　弓 釣　師

 心
こ

　春
はる
 森　　智弘・智　栄 菅　谷

 優
ゆう

　斗
と
 髙橋　慎司・裕美恵 今　泉

さみどりの　鹿狼をこえて　吹く風よ　かおる文化よ
この町を愛してわれら　たずさえて歴史受け継ぐ　
新地　新地　人の和の恵みあふれる
　これは「新地町の歌」２番の歌詞です。町内の小学校
では、コールしおさいのみなさんの指導による新地町の
歌練習会が行われています（９ページ）。こうした町民
のみなさん同士の様々な交流により、新地町は人の ”和 ”
を広げています。

今月の納税
今月の町県民税、固定資産税、
国民健康保険税の納税はありません。

　先月号７ページの「畠川祐さん」は、「畠山祐
さん」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

 （死亡者） （年齢） （地区） （死亡者） （年齢） （地区）
 吉田キミイ 88 歳 菅　谷 山崎　兼夫 51 歳 新地町
 菊地ナミ子 91 歳 渋　民 水戸　俊雄 89 歳 新地町
 水戸　 ヱチ 88 歳 新地町 草野　 壽保 83 歳 上真弓
 佐藤　光丸 91 歳 小　川 目黒　 推治 69 歳 富　倉
 仁田　春雄 89 歳 小　川 加藤　 智惠 87 歳 小　川
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町
で
は
次
の
と
お
り
町
内
一
斉

の
環
境
美
化
運
動
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

３
月
29
日
㈰

　
　
　

６
時
〜
７
時

※
雨
天
の
場
合
は
４
月
５
日
㈰
に

延
期

◉
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
62
２
１
１
６
）

母と子の健康
（平成21年３月10日～4月20日）
健康診査等 対　象　者 日　時 受付時間

母子手帳
交　　付

妊娠とわかったら、
なるべく早く母子
健康手帳の交付を
受けましょう

３/27㈮
４/ 3㈮
４/17㈮

9時～ 10時

３ヵ月児
健　　診

平成20年10月14日～
12月 14日生 ３/12㈭ 12時30分～

13時

離 乳 食
相 談 会

平成20年7月～
10月生 ３/10㈫ 9時 45分～

10時

10ヵ月児・
１歳児健診

平成20年６月～７月
平成20年２月～３月生 ４/13㈪ 13時～

13時 15分

３ 歳 児
健　　診

平成17年10月～
12月生 ４/20㈪ 13時～

13時 15分

２ 歳 児
歯科健診

平成18年 10月～
12月生まれ ３/10㈫ 13時～

13時 15分

ポ リ オ ３ヵ月～ 90ヵ月未満 ４/ 7㈫ 12時30分～
13時

◎場所は保健センター

水道水道 業者修理当番

※平日の修理は指定工事店にお申し込み下さい。

月　日 業　者　名 電話番号
３月14日～15日 ㈲伸栄設備 36６５００

㈲サンリット工業 62２３４６
㈱加藤設備工業 35３４５４

20日 ㈱公水設備 46２８２４
㈱コハタ 36４７１１
山内工業㈱ 36２８２６

21日～ 22日 ㈲佐藤水道設備 62３４９２
㈲オオタ設備 35２６７７
鹿島水工㈱ 46４１１０

28日～29日 ㈱セントラル住設 36３３８０
㈲斉藤設備 36２８６８
㈱大場設備 36６１１１

たんぽぽひろば

・活動時間は10時からです。
・ 月～土（10時～12時）は「なかよしひろば」
として児童館を開放していますのでご利用
ください。

月　　日 内　　容 場　　　所
３月 18 日㈬ 閉講式・人形劇 児童館
４月８日㈬ 開講式 児童館

善
意
あ
り
が
と
う

善
意
あ
り
が
と
う

環
境
美
化
運
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

◆
ふ
る
さ
と
寄
付
金
へ

　

長
堀
守
弘
さ
ん
（
東
京
都
台
東

区
）
よ
り

※
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
、
第
４
次

町
総
合
計
画
計
画
に
定
め
ら
れ
て

い
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
活
用
い

た
し
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
寄
付
金
へ

　

新
地
町
軍
人
恩
給
連
盟
婦
人
部

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、３
月
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
わ

く
わ
く
映
画
館
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
22
日
㈰

午
前
の
部　

10
時
30
分
〜
12
時

午
後
の
部　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

内
容

・
ム
ー
ミ
ン　

ス
ナ
フ
キ
ン
が

帰
っ
て
き
た
（
25
分
）

・
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ま
じ
ょ
の
く
に

へ
（
10
分
）

・
プ
ー
さ
ん
と
大
あ
ら
し
（
30
分
）

対
象　

一
般

定
員　

午
前
・
午
後
と
も

　
　
　

先
着
２
０
０
名

参
加
費　

無
料

◉
問
い
合
わ
せ　

相
馬
共
同
火
力

発
電
㈱
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
（
☎
62

４
７
２
２
）

よ
り

◆
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基
金
へ

　

故
水
戸
ヱ
チ
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
水
戸
誠
さ
ん
（
新
地
町
）
よ

り
／
故
目
黒
武
夫
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
目
黒
敏
光
さ
ん（
上
ノ
町
）

よ
り
／
故
水
戸
俊
雄
さ
ん
の
ご
遺

志
と
し
て
水
戸
俊
一
さ
ん
（
新
地

町
）
よ
り
／
故
佐
藤
磨
さ
ん
の
ご

遺
志
と
し
て
佐
藤
稔
さ
ん
（
新
地

町
）
よ
り
／
故
目
黒
推
治
さ
ん
の

ご
遺
志
と
し
て
目
黒
英
美
子
さ
ん

（
富
倉
）
よ
り

◆
新
地
ホ
ー
ム
へ

寄
付　

杉
目
老
人
会
よ
り
／
草
野

コ
ウ
さ
ん
（
群
馬
県
）
よ
り
／
河

原
廣
二
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
町
）
よ
り

寄
付
金　

渡
邊
登
さ
ん（
大
戸
浜
）

よ
り
／
草
野
コ
ウ
さ
ん（
群
馬
県
）

よ
り
／
中
島
キ
ヨ
子
さ
ん
（
南
相

馬
市
）
よ
り
／
水
戸
誠
さ
ん
（
新

地
町
）
よ
り
／
佐
藤
稔
さ
ん
（
新

地
町
）
よ
り

慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
31
回
62
人
／

Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
１
回
４
人
／
新
地
高

校
生
１
回
10
人
／
レ
マ
ン
の
会
２
回

５
人
／
書
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回
２

人
／
新
地
漁
協
女
性
部
１
回
２
人
／

渡
辺
善
之
さ
ん
５
回
／
森
美
香
さ
ん

１
回
／
高
橋
祐
司
さ
ん
１
回
／
仁
科

靜
夫
さ
ん
音
楽
療
法
１
回

【
Ⅰ
種
試
験
】

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈬
〜
８
日
㈬

（
郵
送
の
場
合
は
、
最
終
日
ま
で

の
通
信
日
付
印
有
効
）

第
１
次
試
験　

５
月
３
日
㈰

【
Ⅱ
種
試
験
】

受
付
期
間　
４
月
13
日
㈮
〜
22
日
㈬

（
郵
送
の
場
合
は
、
最
終
日
ま
で

の
通
信
日
付
印
有
効
）

第
１
次
試
験　

６
月
21
日
㈰

申
し
込
み　

申
込
用
紙
の
請
求
や

受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://jinij.go.jp/saiyo/

saiyo.htm
）
又
は
人
事
院
東
北

事
務
局
（
☎
０
２
２‒

２
２
１‒

２
０
２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用

Ⅰ
種
試
験
及
び
Ⅱ
種
試
験
（
い
ず
れ

も
大
学
卒
業
程
度
）を
実
施
し
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ
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広　報

２
０
０
９
年
３
月
５
日

N
o.

４
５
３

再生紙使用

３月１日～７日

春の火災予防週間
　町内の３小学校の４年生から６年生が応
募した「防火ポスターコンクール」。
　最優秀・金賞に選ばれた12点を紹介します。

消息、人の動き、今月の納税、こちら編集室は１５ページに掲載しています。

最 優 秀 賞

金 　 　 賞

◀
森　

貴
也
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
）

◀
黒
沢　

萌
々
花
さ
ん
（
新
地
小
）

◀
吉
村　

茉
寿
美
さ
ん
（
福
田
小
）

◀
目
黒　

脩
仁
さ
ん
（
福
田
小
）

◀
荒　

甚
弥
さ
ん
（
福
田
小
）

◀
加
藤　

和
奏
さ
ん
（
福
田
小
）

◀
森　

美
沙
希
さ
ん
（
福
田
小
）

◀
栁
澤　

晃
さ
ん
（
福
田
小
）

◀
横
山　

史
佳
さ
ん
（
福
田
小
）

◀
菅
野　

将
史
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
）

◀
森　

敦
也
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
）

◀
森　

智
弘
さ
ん
（
福
田
小
）

６年生の部６年生の部 ５年生の部５年生の部 ４年生の部４年生の部

６年生の部６年生の部 ５年生の部５年生の部 ４年生の部４年生の部


